
20世紀を終え、� 21世紀

を迎えるにあたり、これ

までの新年とはちがっ

て、何となく覚悟を新た

にしなければならない緊

張感を覚えます。それは

世界の文明史にとって、新しい世紀への移行

が、画期的な転換への節目になるものとして

強く期待されているからです。� 

21世紀がどういう世紀になるかについての

性格づけは、すでにいろいろのことが言われ

ています。臼く� IIT革命」、 「ゲメムの時

ぞぞ「わ'"づ:うう 代� 「閣字持宙開鵬蹴発配」 な� mど凶カが州宝ι」ト、

境の世紀」、 「循環型社会への移行Jがあ

り、さらに「少子高齢社会の進行」や「女性

の時代」、 「家族の復権」や「こころの時

代」という願望も聞かれます。

いずれも、新しい世紀が、先端科学技術の

発展によって切り拓かれるフロンテイアの分

野を持つ一方で、、新しい社会システムがグ

ローパルな環境の制約や人口構造の転換によ

る新たな均衡条件に適応しなければならない

こと、そしてそれが人類社会である限り、究

極的には人間の心によって支えられねばなら

ないことを示唆しているように思われます。

これらの多くの側面を包括的に考えると

き、それは一口に言って、人類生存の新しい

道を積極的に構想し、構築することだと思い

ます。そうだとすれば、� 21世紀は「生存科

学」が今こそ必要とされる時代を迎えること

になるのではないでしょうか。

年頭にあたって、改め

て生存科学へのいっそう

の取組みについて覚悟を

新たにしなければならな

いと思います。

上記研究会が11月20日(月)午後� 5時30分

より� 7時まで、生存科学研究所会議室で開催

されたO

報告者は千葉大学法経学部教授藤井良治

と、愛知みずほ大学人間科学部教授西三郎の

両氏であった。各報告の要旨は次のとおり。� 

(1)藤井良治氏「医療と介護の連携につい

てJ
医療保険の改革については、厚生省案と与
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党協議会案が比較される。

厚生省案は、 「質の高い医療の効率的な提供」

を語い、診療報酬体系の抜本的見直しと、 「給付� 2sUQ年11月8日(水)� 18: 00より、東京大学

と負担の公平」の� 2本柱を掲げ、医療資源配分の 法学部教授の大沼保昭氏を招いて、銀座ナイトセ

効率化が強調されていること、これに対し与党協 ミナー・生きるシリーズ「国際法学者の『生き

議会案は「国民に聞かれた医療提供の実現」を目 るJ Jが開かれた。

ざして、 「保険者機能の強化」ゃ「医療における 大沼氏は1969年� 6月卒業の全共闘世代で当時の

情報公開」の推進が指摘され、とくに高齢者医療 思想、に大きな影響を受けられたとのことである。

保険制度の創設に意欲が見られるなどの点が比較 学生時代より家永教科書検定訴訟などに関心を持

された。 ち、助手論文は『平和に対する罪』の形成過程。

そのうえで、 「医療保険と介護保険」のそれぞ その後、 『サハリン棄民J (75中公新書)問題に

れの機能を理解するさい、医療保険制度から介護 関心を持ち運動を始められた。本セミナーではこ

保険制度を見るだけでなく、むしろ介護から医療 の運動への関わりを中心に話された。当初国際法

保険を見ることによって、両者の今後の姿が見え 的には勝てる裁判ではないと思われた。� 81年の米

てくるのではないかと具体的事例に即して説明が 国留学から帰国当時、裁判を完壁に戦いたい弁護

行われた。 団と、裁判は手段に過ぎないと考えるNGOが対立

(2 )西 三郎氏「ネットワーク社会と医療の需 していた。� 83年，� rアジアに対する戦後責任を考え

給体制一地区医師会の役割について--J る会」ができ、大韓赤十字の、松前重義氏への依

西氏は、� π国家基本戦略� (2C泊0.11.6)が掲げた 頼状と反ソでないとの韓国政府の保証を李漢基先

目標のうち、とくに、 「知識創造社会の地域規模 生に頼み、� 86年10月松前訪ソ団に同行したが何に

での発展Jに注目して次のように要約した。 もならず、絶望感にとらわれたとのことである。

すなわち、 「医療・介護、在宅患者に対する緊 そこで日本の国会議員に働きかけることにし

急時の対応を含め、ネットワークを通じて、安全 、た。原文兵衛氏は旧内務省の一員として責任を感

情報の交換、遠隔地にあっても質の高い医療・介 じると積極的に参加を表明。大沼氏は以前は考え

護サービスが享受できるという社会像を描き、そ もしないことであったが、� 3ヵ月間頻繁に永田町

のようなネットワーク社会における医療のあるべ に通う。� 138人の超党派議員連盟ができた。� 87年よ

き需給体制と、その中での地区医師会の役割につ り予算が付き、粘り強くソ連を説得、その後一時

いて、必要となる項目を掲げ、三鷹市医師会での 帰国の予算で90年� 2月に120名か韓国家族を訪問。� 

具体的事帯粉宮説明された。 94年に永住帰国が予算化された。その後韓国政府

報告のあと、� π革命の医療に及ぼす影響につい が用地を確保したが地元住民の説得に手間取る。

て、 「流通面では影響を受けるが国民生活には影� 99年3月1∞名居住用の、� 2C約0年3月にはH削名居

響なし」とする考え方と、 [医療こそ影響を一番 住用のアパートが出来た。この運動を始めてから

受けるのではないかjという意見とのあいだで議 25年かかり、当初4000人が帰りたいと言っていた

論が戦わされた。� のが1400人に減ったのは残念であったが、運動を� 
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通して「生きる」燃焼感があったとされた。

その後、短い時間であったがセミナー参加者間

で密度の高い質疑が交わされた。まず、戦後補償

について、相手の立場に立った精神面での配慮の

重要性を指摘され「ドイツのプラント首相はポー

ランドへ行って脆いた。日本の総理でも大使でも

慰安婦のベッドサイドへ行って手を握ったらと助

言したが、誰もやらなかった」とされた。

次に人権に関する普遍主義と相対主義の対立に

ついて、氏の「文際的人権J (98 r人権、国家、

文明J)は第三の道を提示するものであり、人権

は近代ヨーロッパ文明の産物。しかし根っこにあ

る、精神的・物質的福利を追求したいとのクエス

トは普遍的。人権は、主権国家と資本主義に対抗

するメカニズムであり、日本の人権水準は相対的

に高いとされた。(光石忠敬・津谷喜一郎)

平成12年12月16日(土) 18時-20時に生存科学

研究所において、表記研究会を行った。本研究会

は今年度から生存科学研究所の事業として認めら

。
れたものである。今回は第 1回であるので研究会

代表である大林が研究会の目的とこれからの研究

会活動について話し、後に研究会参加者によって

デイスカッションが行われた。

研究会の目的としては次のことが示された。こ

れまでのバイオエシックス(生命倫理学)の議論

は、生命科学、先端医療技術の目覚ましい発展に

対し、正面から応えることができず、事後処理的

に問題を整理するだけで、後追いに終始してきた

のではないか、という問題意識のもとに、科学技

術の進歩が人類の生存に直接影響を与えるように

なった今日において、真に実りある議論を目指す

ためには、将来的な科学技術の進歩を予想するこ

とによって問題点を先取りして、将来の人類生存

の問題に対応していこうとすることにある b しか

しながら、単なる空想的な未来論に終わることな

く、現在の生命科学・先端医療技術研究の状況を

踏まえ、今から 10年後の状況を科学技術的な可能

性を厳密に考察し、極近未来的なバイオエシック

スの議論を創出することによって、今日の生命科

学・医療の研究・実践への現実的な倫理指針を研

究し提示することを試みる。

上記の目的を達成するための研究活動としては、

研究会に生命科学・先端医療技術の研究の第一線で

活躍している研究者をゲストスピーカーに迎え、生

命科学、医学、倫理学などさまざまな専門領域を持

つ研究会参加者によって、 21世紀にふさわしい、か

っ、バイオエシックスの出発点であった「人類の生

存」のテーマにそくした議論、そして提言をまとめ

て、発表することを目指している。具体的に、 11年

後の地平に見据える領域は、ヒトゲノム計画の成果

を利用した医療、バーチャルリアリティーを活用す

る医療、 ES細胞などを用いる再生医療、オーダーメ

イド医療、インターネットを利用した医療情報シス

テム、医療.保健・福祉・介護等の複合した医療制

度などを考えている。

上記の研究会の目的、活動の提案を受けたデイ

スカッションにおいては、日本におけるこれまで

のバイオエシックスの議論の問題点が指摘される

とともに、未来的な問題点の先取り的議論の意義

について検討された。そこでは日本のみならず、

欧米における議論やバイオエシックスの議論自体

のあり方についても、問題点が指摘され、本研究

会における研究の重要性が確認された。

本研究会が生存科学における「未来からの反

射」の議論に少しでも近づけることを望んでい

る。(大林雅之) 
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生存科学講座が平成 12

年 11月25日午後 2時より

教文館会議室で開催され

ました。

今回は平成  12年度の

テーマ「長寿社会をどう切り拓くかJの 3回

目で、 「世界はどうなるの ?Jと題して東京

大学大学院環境学教授の柳沢幸雄氏に、 「未

来はどうなるの ?Jと題して迫田朋子NHK解

説委員に講演をお願いしました。

柳沢幸雄氏は、高齢化は世界的な問題に

なってきており、今まで人類が経験したこと

がないFadeout processという社会システムを

高齢化にあわせて変えて

いかなければならないと

述べられました。

迫田朋子氏は、自分の

死は、自分では体験でき

ない。 したがって、身近の人達の死を大切に

考え、全うしてあげることによって、自分の

死のイメージが出来上がるのではないかQ ま

の重大性を説いていた。

丸井氏の円滑な司会進行に

より質疑応答も活発になさ

れ、今年度第 3回の生存科学講

座は盛会のうちに終了した。

公益信託武見記念生存科学研究基金から、

平成 12年度「武見記念賞Jが王滝村診療所所

長宮崎亮氏に贈られた。

贈呈式は、福井光蕎運営委員長をはじめ基

金の関係者ならびに財団法人生存科学研究所

江見康一理事長列席の下、去る 12月20日、銀

行倶楽部(東京都千代田区)において行わ

れ、福井委員長から選考経過について説明が

あった後、賞状・盾・賞金が贈られた。

宮崎氏は受賞後、これまでの活動概要の披

露に引き続き「生存の理法J探究にかける抱

負を力強く語り、出席者から盛んな激励を受

けた。

た、死は自分で選べる時代に入るが生は自分

では選べない。だから自己組織化が必要であ

る、と述べられました。

これからの社会は多様化・高齢化してゆく

ことになり、すべて自己決定する時代に入る

ということである。お二人とも、この講座の

大きなテーマである「つながり」ということ 

11月20日(月) 21世紀医療システム研究会 

11月25日(土)生存科学講座 

11月25日(土) 21世紀世界の文明と生存の研 

αプi:~、z 

11月30日(木)第 4回常務理事会 

12月 7日(木) 3役会  

12月14日(木)銀座ナイトセミナー 

12月16日(土) 21世紀におけるバイオエシッ

クスの構築研究会 

12月18日(月) 21世紀医療システム研究会 

12月20日(水)武見賞授賞式
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